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『糖尿病における動脈硬化発症のメカニズム』

『糖尿病患者における早期動脈硬化管理の重要性』

動脈硬化の進展過程には、糖尿病・耐糖能障害などの代謝異常を基盤とする高

血糖や凝固線溶系と深く関連し、様々な血管作動物質が関与していることが明

らかになってきた。その一つとしてセロトニンに着目し、糖尿病における動脈

硬化進展における役割について考察する。

糖尿病では早期から動脈硬化が進展し、閉塞性動脈硬化症が高率に発症するこ

とが確認されている。従って早期の段階から管理することが重要であり、動脈

硬化の診断や治療介入を積極的に行うべきである。

糖尿病における動脈硬化を考える


